
取　扱　説　明　書

製品コード K46286
型　　式 TGT12040

部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、
部品供給型式を必ずご連絡下さい。

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。

ジャイロテッダ
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いᢅࡾᑠᆺ≉Ṧ⮬ື車としてのྲྀ ڦ	

 公道走行つ制⦆࿴にకい、農⪔作業⏝トレーラは道路運㏦車୧法上のᑠᆺ・大ᆺ特Ṧ⮬動車に分㢮さ

れます。当ヱ作業機は、ᑠᆺ特Ṧ⮬動車に分㢮され、ᑠᆺ特Ṧ⮬動車は͆公道走行の有↓にかかわらず͇

㍍⮬動車⛯を⣡付し、ㄢ⛯ᶆ㆑㸦ナンバープレート㸧の交付をཷけ、ᕷ⏫ᮧ᮲౛にᚑいྲྀり付けるなど

のᑐᛂが必せとなります。

 ᡭ続きやྲྀり付け఩置などの詳細は、᭱ᐤりの㈍኎ᗑやᕷ⏫ᮧᙺᡤにご┦ㄯください。

 また、つ制⦆࿴に関する詳細は、日農工の農⪔作業⏝トレーラのガイドブックをごཧ↷ください。

 ※ 農⪔作業⏝トレーラとは

 農⪔トラクタのみによりけࢇᘬされ、農ᆅにおける肥料・⸆๣等ᩓᕸ、⪔うࢇ、཰✭等の農⪔作業や農

業機械等の運ᦙ作業を行うために必せなᵓ㐀を有する⿕けࢇᘬ⮬動車がᑐ象となります。

いてࡘ運㌿චチに ڦ	

 トラクタで、農⪔作業⏝トレーラをけࢇᘬし公道を走行する場合は、以下の運転චチをྲྀᚓしている必

せがあります。

制㝈 農⪔トラクタのᑍ法が全㛗㸲㸬㸵㹫以下、全ᖜ㸯�㸵㹫以

下、全㧗㸰�㸮㹫以下㸦安全キャブや安全フレー࣒の㧗

さ㸰�㸶㹫以下㸧、か᭱ࡘ㧗速度㸯㸳㹩㹫 /㹦以下の場合

ᕥグのᑍ法ཪは運行速度㸯㸳㹩㹫 / 㹦をࡦ

とࡘでࡶ上ᅇる場合

必せな運転චチド ᑠᆺ特Ṧචチ㸦ᬑ㏻චチ等、ཎ付චチ以外㸧 ・大ᆺ特Ṧචチ㸦農⪔⏝に㝈る、ࡴྵࡶ㸧

・けࢇᘬචチ㸦農⪔⏝に㝈る、ࡴྵࡶ㸧

㸦※車୧⥲重㔞㸵㸳㸮㹩㹥を㉸える農⪔作

業⏝トレーラをけࢇᘬする場合㸧

いてࡘ車ྎ␒ྕに ڦ	

 当ヱ作業機には、〇㐀␒ྕと୪ิして機械のྠ一性を⟶⌮する車ྎ␒ྕがᡴ้されています。車ྎ␒

ྕは、⣡⛯の㝿に必せとなる場合があります。ᡴ้఩置とᡴ้形ᘧは以下をཧ↷ください。

ᆺᘧ 車ྎ␒ྕ

㹒㹅㹒㸯㸰㸮㸲㸮 㹒㹅㹒㸯㸰㸮㸲㸮̺ͤͤͤͤͤͤ



- 1  -

 安全に作業するために

Ᏻ඲に㛵する警告にࡘいて

༳௜きの警告マ࣮クはᏳ඲ୖ、≉に㔜せ࡞㡯┠を♧していࡲす。
警告を守ࡾ、Ᏻ඲࡞సᴗを行ࡗてください。

	危	険 とにࡇ࠺は㔜യを㈇ࡓࡲሙྜ、Ṛஸࡓࡗ࠿࡞ࢃの警告ᩥにᚑࡑ
。すࡲのを♧しࡶる࡞

	警	告 危険ᛶ࠺は㔜യを㈇ࡓࡲሙྜ、Ṛஸࡓࡗ࠿࡞ࢃの警告ᩥにᚑࡑ
。すࡲのを♧しࡶる࠶ࡀ

	注	意 のࡶる࠶ࡀࢀࡑ࠾࠺を㈇࢞ࢣ、ሙྜࡓࡗ࠿࡞ࢃの警告ᩥにᚑࡑ
を♧しࡲす。

警告ラࣝ࣋の㈞ࡾ௜ࡅ఩⨨

部品番号 151183

部品番号 151182

㸫	ラࡀࣝ࣋ᦆയしࡓときは	㸫
警告ラࣝ࣋は、౑⏝⪅ࡧࡼ࠾࿘ᅖのసᴗ⪅࡬࡝࡞危険を▱ࡏࡽる኱ษࡶ࡞の࡛す。

ラࡀࣝ࣋ᦆയしࡓときは、す࠿ࡸࡳに㈞࠼᭰ࡾてください。

注ᩥの㝿には、ࡇのᅗに♧すࠉ㒊ရ␒ྕࠉをࡏࡽ▱࠾ください。
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Ᏻ඲᧯సୖの注意Ⅼ

いと、Ṛஸ࡞ࡽている注意஦㡯を守ࢀに記㍕さࡇࡇ

をྵࡴയᐖを⏕ࡌるࡲࡾ࠶ࡀࢀࡑ࠾す。

సᴗ๓には、సᴗ機ࡧࡼ࠾トラクタのྲྀᢅㄝ᫂᭩を

౑⏝くࡈࡽ࠿༑ศに⌮ゎをして、ࡾ࡞にࡳㄞ࠾くࡼ

ださい。

సࠉᴗࠉ๓ࠉに

ྲྀᢅㄝ᫂᭩は〇ရに㏆᥋してಖᏑを

	注意
●	機械のྲྀりᢅいで分からない事があったと

き、ྲྀᢅㄝ᫂᭩を〇品に近᥋してಖᏑしてい

ないため、⮬分のุ᩿だけでᑐฎすると思わ

ぬ事故を起こし、ࢣガをする事があります。

	 ྲྀᢅㄝ᫂᭩は分からない事があったときにす

にྲྀりฟせるよう、〇品に近᥋してಖᏑしࡄ

てください。

ྲྀᢅㄝ᫂᭩をࡼくㄞ࡛ࢇసᴗを

	注意
●	ྲྀ ᢅㄝ᫂᭩にグ載されている安全上の注意

事㡯やྲྀᢅせ㡿の不༑分な⌮ゎのまま作業

すると、思わぬ事故を起こす事があります。

	 作業をጞめるときは、〇品に㈞付している㆙

࿌ラ࣋ル、ྲྀᢅㄝ᫂᭩にグ載されている安全

上の注意事㡯、ྲྀᢅせ㡿を༑分に⌮ゎして

から行ってください。

い࡛ください࡞ときは運㌿し࡞ࢇࡇ

	警告
●	体ㄪがᝏいとき、機械操作に不័れな場合な

どに運転すると、思わぬ事故を起こす事があ

ります。

	 ḟの場合は、運転しないでください。

⏤⌮㐣ປ、⑓Ẽ、⸆物のᙳ㡪、その他の	ڧ

により作業に㞟中できないとき。

。だときࢇ㓇を㣧	ڧ

。機械操作がᮍ⇍な人	ڧ

。ዷፎしているとき	ڧ

᭹⿦はసᴗに㐺していࡲす࠿

	警告
●	作業に㐺さない᭹装で機械を操作すると、⾰

᭹の一部が機械に巻き込まれ、死亡をྵࡴ傷

害をまࡡく事があります。

	 ḟに♧す᭹装で作業してください。

。のを着⏝するࡶきのないࡘࡪや〈は、だ⿇	ڧ

。のを着⏝するࡶきのないࡘࡪンや上着は、だ࣎ࢬ	ڧ

。ル࣓ットを着⏝する࣊	ڧ

。ルなどはない࢜ル、⭜タ࢜まき、㤳巻きタࡕは	ڧ

機Ეを௚ேに㈚すときは

	警告
● 機械を他人に㈚すとき、ྲྀᢅㄝ᫂᭩にグ載さ

れている安全上の注意事㡯やྲྀᢅせ㡿が分か

らないため、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ྲྀᢅい᪉法をよくㄝ᫂し、ྲྀᢅㄝ᫂᭩をΏして

౑⏝前にはよくㄞࡴようにᣦᑟしてください。

機Ეのᨵ㐀⚗Ṇ

	注意
●	機械のᨵ㐀や、当社ᣦ定以外のアタッチ࣓ン

ト・部品などをྲྀり付けて運転すると、機械

の◚ᦆや傷害事故をまࡡく事があります。

	 機械のᨵ㐀はしないでください。

	 アタッチ࣓ントは当社ᣦ定〇品を౑⏝してく

ださい。部品交換するときは、当社がᣦ定す

るࡶのを౑⏝してください。

ጞᴗⅬ᳨のບ行

	警告
●	機械を౑⏝するときは、ྲྀᢅㄝ᫂᭩にᇶづき

ጞ業点検を行い、異常⟠ᡤは必ずᩚഛを行っ

てください。

	 　守らないと、機械の◚ᦆをᘬき起こすだけで

なく、機械に巻き込まれる等の思わぬ事故によ

り、死亡または重傷を負う危険性があります。
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ンጞື࣭Ⓨ㐍するときはࢪン࢚

	警告
●	エンジンをጞ動するとき、トラクタのᶓやス

テップに❧ったまま行うと、⥭急事態࡬のᑐ

ฎができず、運転⪅はࢇࢁࡕࡶ周囲にいる人

がࢣガをする事があります。

	 運転ᖍにᗙり、周囲の安全を確認してから行っ

てください。
●	エンジンをጞ動するとき、୺ኚ速レバーをࠕ㹌ࠖ

�中❧�にして行わないと、ኚ速機が᥋続状態

になっているため、トラクタがᭀ走し思わぬ事

故を起こす事があります。

	 ୺ኚ速レバーをࠕ㹌 �ࠖ中❧�にして行ってく

ださい。
●	ＰＴＯをษらないでエンジンをጞ動すると、急

に作業機が㥑動され、周囲にいる人がࢣガを

する事があります。

	 ＰＴＯをษってからጞ動してください。
●	急発㐍するとトラクタ前㍯がᾋき上がる事が

あり、運転⪅が᣺り落とされたり、周囲の人

を巻き込ࢇだり、思わぬ事故を起こす事があ

ります。

	 周囲の安全を確認し、ࡺっくりと発㐍してく

ださい。
●	ᐊෆでጞ動するとき、᤼Ẽガスにより中ẘに

なる事があります。

	 ❆、ᡞなどを㛤け、༑分に換Ẽしてください。

సᴗ機を╔⬺するときは

	警告
●	作業機を着脱するためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

ᣳまれてࢣガをする事があります。

	トラクタと作業機の間に人を近づけないでく

ださい。

	注意
●	作業機をトラクタに着脱するとき、ഴᩳᆅや

พฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行うと、トラクタ

が不意に動きฟし、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行ってください。
●	装着するトラクタによっては、前㍯Ⲵ重が㍍

くなり、操⦪が不安定となって、思わぬ事故

をまࡡく事があります。

	トラクタ࡬フロントウエイトをྲྀり付け、バ

ランスをྲྀってください。

ントを౑⏝するときは࢖ࣙࢪ࣮࣡ࣃ

	危険
●	カバーのない࣡ࣃージࣙイントを౑⏝する

と、巻き込まれてࢣガをする事があります。

カバーのない࣡ࣃージࣙイントは、౑⏝しな

いでください。
●	カバーがᦆ傷したまま౑⏝すると、巻き込ま

れてࢣガをする事があります。

	 ᦆ傷したらすࡄにྲྀり᭰えてください。

	 ౑⏝前には、ᦆ傷がないか点検してください。
●	トラクタおよび作業機に着脱するとき、➨୕

⪅の不注意により、不意に࣡ࣃージࣙイント

がᅇ転し、ࢣガをする事があります。

	 ＰＴＯをษり、トラクタのエンジンをとめて

行ってください。
●	カバーのチェーンをྲྀり付けないで౑⏝する

と、カバーがᅇ転し、巻き込まれてࢣガをす

る事があります。

	トラクタഃと作業機ഃのチェーンをᅇ転しな

いᡤに連結してください。

	注意
●	᭱ ఙ時の重なりが㸯㸮㸮ੈを下ᅇると、ジࣙ

イントをᅇ転させたとき、◚ᦆしࢣガをする

事があります。

	 ᭱⦰時の㝽間が㸰㸳ੈよりࡶᑠさくなると、

ジࣙイントの突き上ࡆが起きることがあり、

ジࣙイントの◚ᦆをまࡡき、ࢣガをする事が

あります。

	 㐺ṇな重なり㔞で౑⏝してください。
ージࣙイントを᥋続したとき、クランプ࣡ࣃ	●

ールが㍈の⁁に⣡まっていない࣎ンཬびࣆ

と、౑⏝中に外れ、ࢣガをする事があります。

	 ⁁に⣡まっているか、᥋続部をᢲしᘬきして

確かめてください。
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本機をトラクタにマッチングして公道走行するとき

は下記の法令を順守してください。

道路交通法、道路車両運送法、道路法。

その他詳細は一般社団法人日本農業機械工業会発

行の公道走行ガイドブックをご確認ください。

	 ※一般社団法人日本農業機械工業会

	 　http://www.jfmma.or.jp/koudo.html

公道走行するときは

	危険
●	公道走行するときは公道走行関連法令を守

り、周囲の安全確認を必ず行ってください。

	 また、トラクタおよび作業機の周囲に人を近

づけさせないでください。

	 　守らないと周囲の人を巻き込み、死亡また

は重傷を負わせることになります。
● 公道走行するときはＰＴＯを入れないでください。

	 　守らないと周囲の人を巻き込み、死亡また

は重傷を負わせることになります。
●	公道走行するときは運行速度15㎞／ h以下

で走行してください。
●	カバーなどの部品のロック・固定は確実に

行ってください。

	 　守らないと、走行中にカバーなどの部品が

脱落し、周囲の人に危害を加える恐れがあり

ます。

	警告
● 公道走行するときは作業機がトラクタにしっか

りと装着されていることを確認してください。

	 　守らないと走行中に作業機が外れ、周囲の

人に当たり、死亡または重傷を負う危険性が

あります。
●	公道走行時は、トラクタと作業機をセーフ

ティーチェーンで連結してください。

	 　守らないと、不意に連結装置が分離したと

きに重大な事故となる可能性があります。
●	公道走行するときは、必ず移動形態にしてく

ださい。
●	公道走行するときは作業機に工具、部品など

を積載した状態で走行しないでください。

	 　守らないと走行中に積載物が落下し、死亡

または重傷を負う危険性があります。

●	公道走行する前に灯火器、反射器の点検・

清掃を行ってください。

	 灯火器が点灯しない場合には部品を交換して

ください。

	 また、夜間走行時は作業機の尾灯を点灯させ

てください。

	 　守らないと、後続車に追突されるなど思わ

ぬ事故に巻き込まれ、死亡または重傷を負う

危険性があります。

	注意
●	作業機の重みによりトラクタの制動距離が延

びる可能性があります。

 早めにブレーキをかけるようご注意ください。
●	作業機に付着していた肥料、土などが道路上

に危険な状態で放置されると法令違反となり

ます。

	 公道走行する前に清掃を行い、付着物を除

去してください。
●	作業機単体で公道に駐車しないでください。
●	急ハンドルと急ブレーキ、急激なシフトダウ

ン等の操作により、トレーラ・スイング、ジャッ

ク・ナイフ、プラウ・アウト、スネーキング

などトレーラ特有の異常現象が発生する恐れ

があります。

	 非常時以外は急操作を避け、安全運転を行っ

てください。
●	滑り易い濡れた路面や雪道などを走行してい

るとき、急激なエンジン・ブレーキではジャッ

ク・ナイフ現象を起こす恐れがあります。

	 急激なエンジン・ブレーキは避けてください。
●	滑りやすい路面でスリップすると、トレーラ・

スイング、ジャック・ナイフ、プラウ・アウト、

スネーキングなどトレーラ特有の異常現象が

発生する恐れがあります。

	 急ブレーキ、急ハンドル操作は避けてくださ

い。
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⛣ື走行するときは

	危険
●	移動走行するとき、トラクタのブレーキ࣌ダ

ルがᕥྑ連結されていないと、∦ブレーキに

なり、トラクタがᕥྑに᣺られᶓ転などが起

こり、思わぬ事故をまࡡく事があります。

	 ダルは࣌場での特Ṧ作業以外は、ブレーキ࡯

ᕥྑ連結して౑⏝してください。
●	ᆏ道・พฝᆅ・カーブで速度をฟしすࡂると、

転ಽあるいは転落事故を起こす事があります。

	 ప速走行してください。
●	カバーなどのロックは確実に行ってくださ

い。

	 　守らないと、走行中にカバーなどが脱落し、

周囲の人に危害を加える恐れがあります。
●	周囲の安全確認を必ず行ってください。

	 周囲の人を近づかせないでください。

	 　守らないと周囲の人を巻き込み重大なࢣガ

をさせる恐れがあります。

	警告
●	トラクタに運転⪅以外の人を஌せると、トラ

クタから転落したり、運転操作のጉࡆになっ

て、⥭急事態࡬のᑐฎができず、ྠ஌⪅はࡶ

ガをࢣ周囲の人および運転⪅⮬㌟が、ࢇࢁࡕ

する事があります。

	トラクタには、運転⪅以外の人は஌せないで

ください。
●	急制動・急᪕ᅇを行うと、運転⪅が᣺り落と

されたり、周囲の人を巻き込ࢇだり、思わぬ

事故を起こす事があります。

	 急制動・急᪕ᅇはしないでください。
●	᪕ᅇするとき、ෆ㍯ᕪにより周囲の人を作業

機に巻き込みࢣガをさせる事があります。

	 周囲の人や㞀害物との間に༑分な間㝸をಖっ

てください。
●	᪕ᅇするとき、作業機が᪕ᅇ᪉ྥとは㏫᪉ྥ

にࡩくれるため、周囲の人に᥋ゐしࢣガをさ

せたり、ᑐྥ物・㞀害物に⾪突しࢣガをする

事があります。

	 周囲の人やᑐྥ物・㞀害物との間に༑分な間

㝸をಖって行ってください。
●	ഃ面がഴᩳしていたり、ഃ⁁がある㏻路で路

⫪を走行すると転落事故を起こす事がありま

す。

	 路⫪は走行しないでください。
●	㧗పᕪが大きいẁᕪを஌り㉺えようとする

と、トラクタが転ಽあるいはᶓ転し、ࢣガを

する事があります。

	 あࡺみᯈを౑⏝してください。

●	作業機の上に人を஌せると、転落し、ࢣガを

する事があります。

	 また、物を載せて走行すると、落下し、周囲

の人ࢣ࡬ガを負わせる事があります。

 作業機の上には、人や物をのせないでください。
●	ロータ部をᢡりたたまずに移動走行すると、

㞀害物などにࡘࡪかりࢣガをする事がありま

す。

	 ᢡりたたࢇで、移動させてください。

	注意
●	ロータを᪼㝆するとき、人が近づくと下ᩜき

になり、ࢣガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	作業機࡬の動ຊをษらないで走行すると、周

囲の人をᅇ転物に巻き込み、ࢣガを負わせる

事があります。

 移動走行するときは、ＰＴＯをษってください。

సࠉᴗࠉ୰ࠉは

సᴗするときは

	危険
●	運転中またはᅇ転中、ロータに᥋ゐすると巻

き込まれ、ࢣガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。

 ᅇ転させてのロータのᢡりたたみは、危険です。

	 やめてください。

	警告
●	運転中またはᅇ転中、タインにより▼などが

㣕ᩓし、ࢣガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	作業をするとき、周囲に人を近づけると、機

械に巻き込まれ、ࢣガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	作業機ᣦ定のＰＴＯのᅇ転速度を㉸えて作業

すると、機械の◚ᦆにより、ࢣガをする事が

あります。

	 ᣦ定ᅇ転速度を守ってください。
●	作業機の上に人を஌せると、転落し、ࢣガを

する事があります。

	 また、物を載せて作業すると、落下し、周囲

の人ࢣ࡬ガを負わせる事があります。

	 作業機の上には、人や物などはのせないでく

ださい。
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●	ഴᩳᆅで速度をฟしすࡂると、ᭀ走事故をま

。く事がありますࡡ

	 ప速で作業してください。

	 下り作業をするとき、ᆏの㏵中でኚ速すると、

ᭀ走するཎᅉとなります。

	 ᆏの前でప速にኚ速して、ࡺっくりとおりて

ください。
●	わきぢ運転をすると、周囲の㞀害物のᅇ避や、

周囲の人࡬の危険ᅇ避などができず、思わぬ

事故を起こす事があります。

	 前᪉や周囲࡬、༑分に注意をᡶいながら運転

してください。
●	ᡭ放し運転をすると、思わぬ᪉ྥ࡬ᭀ走し、

事故を起こす事があります。

 しっかりとハンドルをᥱって運転してください。

	注意
●	機械のㄪᩚや、付着物の除去などを行うとき、

ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、➨୕⪅の不注意により、不意に作業機が

㥑動され、思わぬ事故を起こす事があります。

 ＰＴＯをษり、エンジンをとめ、ᅇ転部や可動

部がとまっている事を確かめて行ってください。

トラクタࡽ࠿㞳ࢀるときは

	警告
●	トラクタから離れるとき、ഴᩳᆅやพฝᆅな

どに駐車すると、トラクタがᭀ走して思わぬ

事故を起こす事があります。

	 ᖹᆠで安定した場ᡤに駐車し、トラクタのエ

ンジンをとめ、駐車ブレーキをかけてᭀ走を

㜵いでください。
●	トラクタから離れるとき、作業機をあࡆたま

まにしておくと、➨୕⪅の不注意により不意

に㝆下し、ࢣガをする事があります。

 下㝈まで㝆ࢁしてからトラクタを離れてください。

సᴗࡽࡓࡗࢃ⤊ࡀ

機యをΎᤲするときは

●	動ຊをษらずに、ᅇ転部・可動部の付着物の

除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて

。ガをする事がありますࢣ

	 ＰＴＯをษり、エンジンをとめ、ᅇ転部や可

動部がとまっている事を確かめて行なってく

ださい。

⤊ᴗⅬ᳨のບ行

	警告
●	作業後の点検をᛰると、機械のㄪᩚ不Ⰻや◚

ᦆなどが放置され、ḟの作業時にトラブルを

起こしたりࢣガをする事があります。

	 作業が⤊わったら、ྲྀᢅㄝ᫂᭩にᇶづき点検

を行ってください。
●	㸱点リンクで作業機をᣢࡕ上ࡆて点検・ㄪᩚ

を行うとき、➨୕⪅の不注意により、不意に

㝆下し、ࢣガをする事があります。

	トラクタ㸱点リンクのἜᅽᅇ路をロックして

行ってください。
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୙ㄪฎ⨨࣭Ⅼ᳨࣭ᩚഛをするとき

	警告
●	㓄⥺にᦆ傷があると、発↮・発火にࡘながる

おそれがあります。

	 ᦆ傷がある場合には作業を中Ṇし、部品交換

を行ってください。

	注意
●	機械に不ㄪが生ࡌたとき、そのまま放置する

と、◚ᦆやࢣガをする事があります。

	 ྲྀᢅㄝ᫂᭩にᇶづき行ってください。
●	ഴᩳᆅやพฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行うと、

トラクタや作業機が不意に動きฟして、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、➨୕⪅の不注意により、不意に作業機が

㥑動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯをษり、エンジンをとめ、ᅇ転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。
●	作業機をあࡆた状態のまま下にࡄࡶったり、

㊊を入れたりすると、不意に㝆下し、ࢣガを

する事があります。

	 下に入るときは、ྎなどで㝆下㜵Ṇをして

行ってください。
●	Ἔᅽ࣍ースの⥅ᡭや࣍ースに、ࡺるみやᦆ傷

があると、㣕びฟる㧗ᅽ࢜イルあるいは作業

機の急な㝆下で、ࢣガをする事があります。

	 ⥅ᡭや࣍ースを外すときは、Ἔᅽᅇ路ෆのᅽ

ຊを↓くしてから行ってください。
●	不ㄪฎ置・点検・ᩚഛのために外したカバー

㢮をྲྀり付けずに作業すると、ᅇ転部や可動

部に巻き込まれࢣガをする事があります。

	 ඖ㏻りにྲྀり付けてください。
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１　トラクタへの装着

㐺ษな装着で安全な作業をしましࡻう。

㸯ྛࠉ㒊のྡ⛠とはࡽࡓき

シャリンサポート； L , R

ホイールシャフト

シャリンカバー；L , R

サポートピン

タイヤ

タイン

タインアーム

ロータギヤケース

ガード

ステー C P

トラニオン（インナ）

ロータギヤケース； A

リアランプ
ポジションランプ

メインフレーム

2 P フレーム

バックランプ

メインギヤボックス

ロータギヤケース； B

トラニオン（アウタ）

アーム C P

グラスガード
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㸯�	㸰㹎࣒࣮ࣞࣇ

	 トラクタとジャイロテッダ本体を連結させるࡶ

のです。

㸰�	ࢫトッࣈࣝࣂࣉ

	 外ഃのロータをᢡりたたみཬび作業状態にする

とき、また移動㍯を移動状態ཬび作業状態にす

るときのἜᅽ操作の㝿に、Ἔᅽᅇ路の㛤㛢に౑

⏝します。

㸱�	࣋ࣜ࣎ࢩン

	 外ഃのロータのᢡりたたみཬび作業状態にする

ときのἜᅽ操作の㝿の、᪼㝆速度のㄪᩚに౑⏝

します。

㸲�	⛣ື㍯㸦タࣖ࢖㸧

	 アジャスタを操作し、移動㍯を上下させ、タイ

ンᆅ上㧗を㐺ษな㧗さにㄪᩚします。

タインᆅୖ㧗⛣ື㍯

（タイヤ）

アジャスタ

タイヤୖ࣭ୗ

㸰ࠉ㐺ᛂトラクタの⠊ᅖ

本〇品は、㐺ษなトラクタとの装着によりⓗ確に性

能を発᥹できるようにタィされています。

不㐺ษなトラクタとの装着によっては、本〇品の⪏

ஂ性にⴭしくᙳ㡪をཬࡰしたり、トラクタの運転操

作にⴭしいᝏᙳ㡪をཬࡰします。

この〇品の㐺ᛂトラクタはḟのとおりです。

㐺ᛂトラクタ

㸳㸷㹼㸯㸮㸱㹩㹕

㸦㸶㸮㹼㸯㸲㸮㹎㹑㸧

本〇品の㐺ᛂトラクタよりᑠさなトラクタで౑⏝する

と、負Ⲵにᑐし༑分な࣡ࣃーがでない事があります。

㸱ࠉトラクタ࡬の⿦╔

㸯�	ࣟ ࣮࣡ࣜンク࡬の㐃⤖

	警	告

●	作業機を着脱するためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

ᣳまれてࢣガをする事があります。

	トラクタと作業機の間に人を近づけないでく

ださい。

	注	意

●	作業機をトラクタに連結するとき、ഴᩳᆅや

พฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行うと、トラクタ

が不意に動きฟし、思わぬ事故を起こす事が

あります。

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行ってください。

㸦㸯�	トラクタのエンジンをጞ動して、トラクタのロ

࣡ーリンクඛ➃部と作業機のᕥྑのロ࣡ーリン

クࣆンの఩置が合うまで後㐍して、トラクタを

とめてください。

	 エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけてくださ

い。

㸦㸰�	ᕥのロ࣡ーリンクを連結し、ᢤけどめにトラク

タに付いているリンチࣆンをロ࣡ーリンクにᕪ

してください。

	 ḟに、ྑのロ࣡ーリンクྠࡶ㡰に行ってくださ

い。

㸦㸱�	ᕥྑのロ࣡ーリンクがྠࡌ㧗さになるようにト

ラクタྑഃのアジャストスクリࣗーでㄪᩚして

ください。
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㸦㸲�	トラクタのエンジンをጞ動し、トラクタのロ

࣡ーリンクを᪼㝆するἜᅽレバーを操作して

スタンドを上ࡆられる఩置まで作業機を上ࡆ、

エンジンをとめてください。

㸦㸳�	作業機中ᚰがトラクタ中ᚰにおおよそ一⮴す

る఩置に、チェックチェーンあるいはスタࣅラ

イࢨーでセットし、作業機のᶓ᣺れをなくして

ください。

㸦㸴㸧	ࢠࢽリをᡭ前᪉ྥ࡬ᘬき、スタンドを上ࡆた状

態でࣆンがղにロックされたことを確認してく

ださい。

సᴗࡿࡍ≧ែ

ղసᴗ఩⨨

ձಖ⟶఩⨨

ニギリ

メインフレーム

スタンド
ಖ⟶ࡿࡍ≧ែ

㸦㸵㸧	ロ࣡ーリンクをㄪᩚし、࣓インフレー࣒上面が

Ỉᖹになる఩置にしてください。

㸰�	トラクタእ㒊Ἔᅽのྲྀࡾฟし

	 作業機のἜᅽシリンダはἜᅽᢡりたたみの」動

㸯⣔⤫とグラスガードの」動㸯⣔⤫で、カプラ

は㸯／㸰࢜スとなっています。

	 カプラ部には、ロータの᪼㝆速度ㄪᩚ⏝のバル

ブ㸦ὶ㔞ㄪᩚᘚ、ロータᢡりたたみഃとグラス

ガードのみ㸧と、Ἔᅽᅇ路㛤㛢のストップバル

ブがࡘいています。

㸦㸯㸧	作業機カプラをトラクタἜᅽྲྀฟカプラに᥋

続してください。

ྲྀᢅいୖの注意

●	Ἔᅽ࣍ースは作業機の動きに㡰ᛂできるవ⿱

をᣢたせてください。また、他࡬のᘬっかか

り等がないように、వ分なたるみは㸰Ｐフレー

。ഃにまとめてください࣒
●	Ἔᅽ࣍ースは、㸰Ｐフレー࣒で㸯⣔⤫ずࡘ分

けてあります。カプラ᥋続の㝿は、⤌合せを

間違えないでください。

㸱�	㟁⿦の᥋⥆

ྲྀᢅいୖの注意

	 トラクタに㟁装品の結⥺をするとき、エンジ

ンキーをＯ㹄㹄にしないで行うとシࣙートす

る事があります。

	 エンジンキーをＯ㹄㹄にして行ってくださ

い。

作業機にはトラクタと連動するテールランプを装ഛ

しています。

㟁装はトラクタとࢥネクタで᥋続します。

㸲�	㟁⿦ရのྲྀࡾ௜ࡅ

	 トラクタの灯火ಙྕྲྀฟࢥネクタと本機の灯火

器ࢥネクタを᥋続してください。

	 本機は日農工ᶆ‽つ᱁に‽ࡌた㓄⥺および㸶Ｐ

。ネクタを᥇⏝していますࢥ

	 しくはトラクタഃの動ࡶ、ネクタが合わないࢥ

作と連動しない場合は、ࠕ���	 㓄⥺ᅗࠖを確認

のうえ、㈍኎ᗑにご┦ㄯください。

ྲྀᢅいୖの注意

●	作業機ഃࢥードは、作業機の動きに㡰ᛂでき

るవ⿱をᣢたせ、また、他にᘬ᥃からないよ

うにたるみをとり固定してください。
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㸲ࠉ⤌❧㒊ရ

㸯�	ゎᲕ

	 本体に固定している部品を࡯どいてください。

㸰�	⤌❧㒊ရの᫂⣽

	 ᲕໟにྠᲕされているᲕໟ᫂細にᇶづき、必せ

部品がそࢁっているか確認してください。

㸱�	⤌❧せ㡿

	 ྛ部品の⤌❧に必せな࣎ルト・ナット㢮は、Ვ

ໟ᫂細の➢ྕをཧ↷してください。

	 外ഃ㸲ロータのタイࣖ・タイン・タインアー࣒

をྲྀり付けます。

㸦㸯㸧	タイン・タインアー࣒のྲྀり付け

	 ᅇ転᪉ྥにᑐしてタインが下ᅗのྥきになる

ように、タインアー࣒・タインを⤌❧てます。

㸦㸰㸧	タイࣖのྲྀり付け

	 ྛロータにタイࣖをྲྀり付け、リンチࣆンで固

定します。㸦シャリンカバーのྥきは部品⾲を

ཧ⪃にྲྀり付けてください。㸧

㸦㸱㸧	その他部品は部品⾲をཧ⪃にྲྀり付けてくだ

さい。

㸳࢖ࣙࢪ࣮࣡ࣃࠉントの⿦╔

	危	険

●	カバーのない࣡ࣃージࣙイントを౑⏝する

と、巻き込まれてࢣガをする事があります。

	 カバーのない࣡ࣃージࣙイントは、౑⏝しな

いでください。
●	カバーがᦆ傷したまま౑⏝すると、巻き込ま

れてࢣガをする事があります。

	 ᦆ傷したらすࡄに、ྲྀり᭰えてください。

	 ౑⏝前には、ᦆ傷がないか点検してください。
●	トラクタおよび作業機に着脱するとき、➨୕

⪅の不注意により、不意に࣡ࣃージࣙイント

がᅇ転し、ࢣガをする事があります。

	 ＰＴＯをษり、トラクタのエンジンをとめて

から行ってください。
●	カバーのチェーンをྲྀり付けないで౑⏝する

と、カバーがᅇ転し、巻き込まれてࢣガをす

る事があります。

	トラクタഃと作業機ഃのチェーンをᅇ転しな

いᡤに連結してください。

	注	意

●	᭱ ఙ時の重なりが㸯㸮㸮PPを下ᅇると、ジࣙ

イントをᅇ転させたとき、◚ᦆしࢣガをする

事があります。

	 ᭱⦰時の㝽間が㸰㸳PPよりࡶᑠさくなると、

ジࣙイントの突き上ࡆが起きることがあり、

ジࣙイントの◚ᦆをまࡡき、ࢣガをする事が

あります。

	 㐺ṇな重なり㔞で౑⏝してください。

㸯�	㛗さの☜ㄆ᪉法

㸦㸯㸧	࣡ࣃージࣙイント単体で、᭱⦰㛗時の安全カ

バー㸦アウタ㸧➃部఩置を安全カバー㸦インナ㸧

に࣐ーキングしてください。

㸦㸰㸧	࣡ࣃージࣙイント㸦作業機ഃ㸧から、࣡ࣃージࣙ

イント㸦トラクタഃ㸧をᘬきᢤいてください。

㸦㸱㸧	㸱点リンクを᪼㝆させて、ＰＴＯ㍈とＰ㹇㹁㍈

が᭱ࡶ᥋近する఩置で、᪼㝆を೵Ṇしてくだ

さい。

㸦㸲㸧	トラクタのハンドルをษりながらࡺっくり前㐍

し、㸰Ｐフレー࣒と࣓インフレー࣒が᥋ゐする

とこࢁで೵Ṇしてください。

㸦㸳㸧	トルクリ࣑ッタのセットカバーをᘬいて、Ｐ㹇

㹁㍈に連結し、Ｐ㹇㹁㍈の⁁に࣎ールがはまり

込ࡴまでᢲし込ࢇでください。
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㸦㸴㸧	ࣆンࢶキࣚークのクランプࣆンをᢲして、ＰＴ

Ｏ㍈に連結し、クランプࣆンがඖの఩置にฟ

るまでᢲし込ࢇでください。

㸦㸵㸧	安全カバーどうしを重ࡡ合わせたとき、安全

カバー㸦アウタ㸧➃部఩置と࣐ーキング఩置

の間㝸が㸰㸳PP以下の場合は、㸰㸳PPの間㝸

をಖࡘようにษ᩿᪉法のᡭ㡰にᇶづきษ᩿し

てください。

㸦㸶㸧	㸱点リンクを᪼㝆させて、ＰＴＯ㍈とＰ㹇㹁㍈

が᭱ࡶ離れる఩置で、᪼㝆を೵Ṇしてくださ

い。

㸦㸷㸧	安全カバーどうしを重ࡡ合わせたとき、ࣃイ

プの重なりが㸯㸮㸮PP 以下の場合は、㈍኎ᗑ

に連⤡し、㛗い࣡ࣃージࣙイントと交換してく

ださい。

࣡イドアングル

	注	意

ールお࣎、ージࣙイントを᥋続したとき࣡ࣃ	●

よびクランプࣆンが㍈の⁁に⣡まっていない

と、౑⏝中に外れ、ࢣガをする事があります。

	 ⁁に⣡まっているのか、᥋続部をᢲしᘬきし

て確かめてください。

㸰�	ษ᩿᪉法
㸦㸯㸧	安全カバーのアウタ

とインナ୧᪉を㛗い

分だけษりྲྀります。

㸦㸰㸧	ษりྲྀったྠࡌ㛗さ

をࣃイプのඛ➃から

ィります。

㸦㸱㸧	ࣃイプのアウタとイ

ンナ୧᪉を㔠ࢥࣀま

たはカッターでษ᩿

します。

ษ᩿するときは、ࣃイプ

	 の中にウエスをワめ、ษり⢊がࣃイプෆ面に付着

するのを㜵いでください。

㸦㸲㸧	ษりཱྀをࣖスリなどでなめらかに௙上ࡆてから

、イプをよく清掃し、ḟにグリースをሬᕸしてࣃ

アウタとインナを⤌み合わせます。

㸱�	Ᏻ඲࣮ࣂ࢝の⬺╔᪉法

ࠝ㸯 	ࠞᏳ඲࣮ࣂ࢝のศゎᡭ順

㸦㸯�	ドライバーなどの工具

を౑い、ղガードࢥー

ンからձࣃッキンリン

グを外します。

㸦㸰�	㸴ࡘのṆめネジ � ճ �

を外します。

㸦㸱�	ガードࢥーンをᘬいて

外します。

㸦㸲�	㸱ࡘのṆめネジ � մ �

を外します。

㸦㸳�	ࣃッキンリングを分ゎ

఩置までᅇ転させま

す。

㸦㸴�	安全カバーをᘬきᢤき

ます。
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ࠝ㸰 	ࠞᏳ඲࣮ࣂ࢝の⤌❧ᡭ順

㸦㸯㸧	安全カバーのྲྀり外し᪉法

ձ ձ	プラスネジをྲྀり
外します。

ղ ղ	࣋ースࢥーンと
シールドチࣗーブ
をྲྀり外します。

ճ ճ	アウターࢥーンと
アリングリング࣋
をྲྀり外します。

㸦㸰㸧	安全カバーのྲྀ付ᡭ㡰

ձ ձ	インナーࣚークの
アリング⁁に࣋
グリースをሬりま
す。

ղ ղ	ᇶ‽ࣆンをドライ
ブチࣗーブにྥけ
て、࣋アリングリ
ングを⁁にྲྀり付
けます。

ճ ճ	アウターࢥーンを
ྲྀ付、ࢥーンの✰
に࣋アリングリン
グのᇶ‽ࣆンをᤄ
入します。

մ մ	࣋ースࢥーンを
チࣗーブにྲྀり付
け、ࢥーンの✰に
ᇶ‽ࣆンと࣋ア
リングリングのグ
リースࢽップルを
ᤄ入します。

յ յ	プラスネジを⥾め
ます。

	 㟁動ドライバーの
౑⏝は᥎ዡされま
せࢇ。

㸲�	࢖ࣙࢪ࣮࣡ࣃントの㐃⤖

㸦㸯㸧	トルクリ࣑ッタのセットカバーをᘬいて作業機

のＰ㹇㹁㍈に連結し、Ｐ㹇㹁㍈の⁁に࣎ールが

はまり込ࡴまでᢲし込ࢇでください。

	 また、ࣆンࢶキࣚークのクランプࣆンをᢲして

トラクタのＰＴＯ㍈に連結し、クランプࣆンが

ඖの఩置にฟるまでᢲし込ࢇでください。

	注	意

ールཬ࣎、ージࣙイントを᥋続したとき࣡ࣃ	●

びクランプࣆンが㍈の⁁に⣡まっていない

と、౑⏝中に外れ、ࢣガをする事があります。

	 ⁁に⣡まっているか、᥋続部をᢲしᘬきして

確かめてください。

㸦㸰㸧	安全カバーのチェーンを固定したᡤにྲྀり付

け、カバーのᅇ転を㜵いでください。

	 チェーンは㸱点リンクの動きに㡰ᛂできるవ⿱

をᣢたせ、また他࡬のᘬっかかりなどがないよ

うにవ分なたるみをྲྀってください。

㸳�	トࣝク࣑ࣜッタ

	 トルクリ࣑ッタは࣡ンウェイラチェットトルク

リ࣑ッタ機ᵓのためＰＴＯ೵Ṇ時に作業機の័

性によりᅇされるときに作動㡢が発生する場合	

があります。機械をಖㆤするための機ᵓの㡢で	

あり、故㞀㡢ではありませࢇ。
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２　運転を始める前の点検

機械をㄪᏊよく㛗ᣢࡕさせるため、作業前に必ず行

いましࡻう。

㸯ࠉ運㌿๓のⅬ᳨

㸯�	トラクタྛ㒊のⅬ᳨

	 トラクタのྲྀᢅㄝ᫂᭩にᇶづき、点検を行って

ください。

㸰�	㐃⤖㒊のⅬ᳨

㸦㸯㸧	㸰Ｐリンクの連結部点検

ձ	ロ࣡ーリンクࣆン・リンチࣆンは、ᤄ入さ

れているか。

ղ	チェックチェーンはᙇられているか。

ճ	不具合がぢࡘかったときは、1���1ࠕ	ロ࣡ー

リンク࡬の連結ࠖのㄝ᫂にᇶづき不具合を

ゎᾘしてください。

㸦㸰㸧	࣡ࣃージࣙイントの点検

ձ	࢜ートロックഃのᢤけṆめの࣎ールཬびト

ルクリ࣑ッタഃのᢤけṆめの࣎ールが㍈の

⁁に⣡まっているか。

ղ	ジࣙイントカバーのチェーンのྲྀり付けに

వ分なたるみがないか。また、㐺度なవ⿱

はあるか。

ճ	ジࣙイントカバーにᦆ傷はないか。

	 ᦆ傷しているときは、速やかに交換してく

ださい。

մ	不具合がぢࡘかったときは、1�5ࠕ	 ー࣡ࣃ

ジࣙイントの装着ࠖのㄝ᫂にᇶづき不具合

をゎᾘしてください。

㸦㸱㸧	Ἔᅽ⣔⤫の点検

ձ	トラクタἜᅽ外部ྲྀりฟしཱྀ࡬のカプラの

᥋続は確実に行われているか。

ղ	ストップバルブの㛤㛢レバー఩置は、ロー

タᕥྑᢡりたたみ、前後ᢡりたたみ作業時

以外はࠕ㛢ࠖになっているか。

ճ	Ἔᅽ࣍ースにవ分なたるみはないか。また、

㐺度なవ⿱はあるか。

մ	不具合がぢࡘかったときは、1ࠕ����	トラク

タ外部Ἔᅽのྲྀりฟしࠖのㄝ᫂にᇶづき不

具合をゎᾘしてください。

㸦㸲㸧	㟁装ࢥネクタの点検

ձ	トラクタの㟁装ࢥネクタと確実に᥋続され

ているか。

ղ	㟁装ࢥードにవ分なたるみはないか、また、

㐺度なవ⿱はあるか。

㸱�	〇ရ本యのⅬ᳨

㸦㸯㸧	タインྲྀり付け࣎ルトにࡺるみはないか。

	 不具合がぢࡘかったときは、ቑし⥾めしてくだ

さい。

㸦㸰㸧	࣓ インフレーࢧ・࣒ブフレーྲྀ࣒り付け࣎ルト

にࡺるみはないか。不具合がぢࡘかったとき

は、ቑし⥾めしてください。

㸦㸱㸧	ྛ 部の⤥Ἔは༑分か。

	 不具合がぢࡘかったときは、ࠕ���	 ⤥Ἔ⟠ᡤ一

ぴ⾲ࠖのㄝ᫂にᇶづき、⤥Ἔしてください。

㸦㸲㸧	タイࣖの✵Ẽᅽは༑分か。

 㸦��㸭 �������35 … ���N3D㸦���NJI 㸭 FP�㸧

 㸦�����������35 … ���N3D㸦���NJI 㸭 FP�㸧

㸰࢚ࠉンࢪンጞື࡛のⅬ᳨

	警	告

●	ＰＴＯをษらないでエンジンをጞ動すると、

急に作業機が㥑動され、周囲にいる人がࢣガ

をする事があります。

	 ＰＴＯをษってからጞ動してください。

㸯�	トラクタἜᅽ⣔⤫のⅬ᳨

	 トラクタἜᅽを操作し、ロ࣡ーリンクを上᪼し、

㸰Ｐフレー࣒をᣢࡕ上ࡆた状態で、㝆下がなけ

れࡤ異常ありませࢇ。

	 トラクタἜᅽ⣔⤫などに異常があるときは、ト

ラクタ㈍኎ᗑにご┦ㄯください。

㸰�	సᴗ機Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨

㸦㸯㸧	トラクタἜᅽを操作して、ロータཬびフレー࣒

を㏵中まで動かし、ストップバルブをࠕ㛢ࠖに

して、トラクタἜᅽレバーをඖにᡠしたとき、

㝆下がなけれࡤ異常ありませࢇ。

㸦㸰㸧	ロータの᪼㝆速度を確認してください。

	 ダイࣖルをྑにᅇすと㐜く、ᕥにᅇすと速くな

ります。

ྲྀᢅいୖの注意

●	ロータのᢡりたたみの㝿、᪼㝆速度が速すࡂ

るとྛ部に㐣負Ⲵが作⏝し、本機の⪏ஂ性を

ⴭしくప下させます。シ࣎リ࣋ンで༑分ㄪᩚ

してください。
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㸱�	సᴗ機の㟁⿦ࡀトラクタとṇしく㐃ືする࠿

	 トラクタのブレーキ、ウインカーの操作をして、

作業機のテールランプがṇしく連動するか確認

してください。

㸱ࠉ⤥Ἔ⟠ᡤ୍ぴ⾲

。のを౑⏝してくださいࡶイルは清ίな࢜Ἔ、ሬᕸする⤥	ۑ

。グリースを⤥⬡する場合、㐺㔞とはྂいグリースが᤼ฟされ、᪂しいグリースがฟるまでです	ۑ

	 ※㸰�㸱�ロータࢠアࢣース部はྂいグリースが᤼ฟされないので、グリースガンで㸱㹼㸳ᅇ⛬度⤥⬡のこと。

グ࣮ࣜࢽࢫッࣝࣉ

グ࣮ࣜࢽࢫッࣝࣉ

1 ࢫック࣎ࣖࢠン࢖࣓ . ※2 . ࣮ࣟタࢫ࣮ࢣࣖࢠ ※3 . ࣮ࣟタࢫ࣮ࢣࣖࢠ㸹A , B

4. トラ࢜ࢽン㸦࢖ンࢼ㸧 5 . トラ࢜ࢽン㸦࢘࢔タ㸧 6 ࣒࣮࢔ンࣜࣕࢩ .

7 ࣒࣮ࣞࣇン࢖࣓ . 8 . ࣮ࣟ࣡ࣜンクࣈラࢣット
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グリースニップル

グリースニップル

グリース

ニップル

9. ステー CP 10. アーム支点 11. シャジクフレーム

14. ハブ 15. グラスガード

グリースニップル
グリースニップル

グリースニップル

グリース

ニップル

グリースニップル

12. 油圧シリンダ 13. パワージョイント
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1 2

7
1 2

7

8

1 1

9

1 0

1

1 2

1 2

3

2

1 5

3
5

3
4

3
4

N o. ⤥ Ἔ ሙ ᡤ ⟠ᡤ ₶⁥Ἔの✀㢮 ⤥Ἔ᫬㛫 ⤥Ἔ㔞 ഛ  ࠉ⪃

1 ࢫック࣎ࣖࢠン࢖࣓ 1 ͤ㸰 ࣝ࢖࢜ࣖࢠ

㹔㹅㸰㸰㸮

㸯ࢬ࣮ࢩン

はࡓࡲ

㸯㸮㸮᫬㛫

㸯.㸱L
㸦交᥮᫬㸧

2 ࣮ࣟタࢫ࣮ࢣࣖࢠ 2 グ࣮ࣜࢫ㸰ྕ ౑⏝ࡈと 㐺ࠉ㔞 グ࣮ࣜࢽࢫッࣝࣉ

3 ࣮ࣟタࢫ࣮ࢣࣖࢠ㸹A 㸪B 6 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

4 トラ࢜ࢽン㸦࢖ンࢼ㸧 1 6 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

5 トラ࢜ࢽン㸦࢘࢔タ㸧 8 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

6 ࣒࣮࢔ンࣜࣕࢩ 1 0 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

7 ࣒࣮ࣞࣇン࢖࣓ 4 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

8 ࣮ࣟ࣡ࣜンクࣈラࢣット 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

9 㹁㹎࣮ࢸࢫ 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

1 0 ᨭⅬ࣒࣮࢔ 8 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

1 1 ࣒࣮ࣞࣇクࢪࣕࢩ 2 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

1 2 Ἔᅽࣜࢩンࢲ 8 ࠌ ࠌ ࠌ ࠌ

1 3 ント࢖ࣙࢪ࣮࣡ࣃ 㸭 ࠌ ࠌ ࠌ
グ࣮ࣜࢽࢫッࣝࣉ

㒊にሬᕸࢻ࢖ラࢫࣉ࢖ࣃ

1 4 ͤ㸯 ࣈࣁ 2 ࠌ

2 , 0 0 0 km
走行ࡈと

はࡓࡲ 3 ᖺ

とࡈ

ࠌ グ࣮ࣜࢽࢫッࣝࣉ

1 5 グラࢻ࣮࢞ࢫ 1 ࠌ

㸯ࢬ࣮ࢩン

はࡓࡲ

㸯㸮㸮᫬㛫

ࠌ ࠌ

※㸯	ハブに⤥⬡するときは、ハブキャップを外してྂいグリースの᤼ฟを確認してください。

※㸰	車୧⏝࢜ࣖࢠイル　6($��	$3,	*/�5　౑⏝可。㸦࢜イルはΰࡐないこと㸧
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㸲		୺せᾘ⪖ရと交᥮㒊ရ୍ぴ

༊ศ N o 㒊ရྡ⛠ 㒊ရ␒ྕ ಶᩘ ഛ⪃

タ࢖ン
1 タ࢖ン 0 7 9 3 5 5 3 0 0 6 6 0
2 タ࢖ン࢘ࣗࢩ 0 7 9 3 5 6 1 0 0 M 6 0

࣮ࣟタ
タࣖ࢖

3 タࣖ࢖㸹㸯㸴�㸴.㸳㸮㸫㸶㸫㸲㹎㹐 1 5 48 5 2 0 0 0 0 1 0

⛣ື㍯ 4 タࣖ࢖㸹㸯㸮㸭㸶㸮㸫㸯㸰㸫㸴㹎㹐 0 0 0 3 7 9 0 0 0 0 2
グラࢻ࣮࢞ࢫ 5 㸹㹊ࢻ࣮࣮࢞ࣟࢻン࢕࢘ 1 5 9 7 2 9 0 0 0 0 1
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３　作業の仕方

㸯ࠉ本〇ရの౑⏝┠ⓗ

㸯�	本〇品は、࡯場においての∾ⲡ、✄࣡ラ、㯏か

。のᣑᩓ・反転作業に౑⏝しますࢇ

	 他の⏝㏵には౑⏝しないでください。

㸰�	㞵上がり┤後の࡯場、ぬかるみのある࡯場、‵

Ẽの㧗い࡯場では、作業を行わないでください。

。場がⰋく஝いてから作業をしてください࡯

㸰ࠉసᴗをጞࡵる๓に

ストッࣃーのࣆンを作業時఩置にᕪし᭰えてからἜ

ᅽ操作を行ってください。

㸯�	シリンダのストップバルブを㛤いてください。

㸰�	トラクタἜᅽ㸦外部ྲྀりฟし㸧を操作し、ロー

タ部を起こしてください。

㸱�	前後ᢡりたたみ⏝シリンダが᭱大までఙびた

後、ᕥྑᢡりたたみ⏝シリンダがఙびてロータ

がᗈがります。

ྲྀᢅいୖの注意

	 ロータの᪼㝆の㝿、Ἔᅽ操作を急激に行うと

ྛ部に㐣負Ⲵが作⏝し、本機の⪏ஂ性をⴭし

くప下させます。シ࣎リ࣋ンを༑分ㄪᩚし、

。っくりとἜᅽ操作を行ってくださいࡺ

㸲�	ストップバルブを㛢ࡌます。

㸳�	アジャスタを操作し、タインᆅ上㧗を㐺ษな㧗

さにㄪᩚします。
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㸱ࠉ運ࠉࠉࠉᦙ

	危	険

●	ᆏ道・พฝᆅ・カーブで速度をฟしすࡂると、

転ಽあるいは転落事故を起こす事があります。

	 ప速走行してください。
●	公道走行するときは公道走行関連法令を守

り、周囲の安全確認を必ず行ってください。

	 また、トラクタおよび作業機の周囲に人を近

づけさせないでください。

	 　守らないと、周囲の人を巻き込み、死亡ま

たは重傷を負わせることになります。
●	公道走行するときはＰＴＯを入れないでくだ

さい。

	 　守らないと、周囲を巻き込み、死亡または

重傷を負わせることになります。
●	公道走行するときは、運行速度㸯㸳㹩㹫／㹦

以下で走行してください。

	警	告

●	ロータをᢡりたたまずに移動走行すると、㞀

害物などにࡘࡪかりࢣガをする事があります。

	 ロータをᢡりたたみ、移動させてください。
●	公道走行するときは必ず移動形態にしてくだ

さい。
●	公道走行するときは、トラクタと作業機を

セーフティチェーンで連結してください。

	 　守らないと、不意に連結装置が分離したと

きに重大な事故となる可能性があります。

	注	意

●	ロータを᪼㝆するとき、人が近づくと下ᩜき

になり、ࢣガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	作業機࡬の動ຊをษらないで走行すると、周

囲の人をᅇ転物に巻き込み、ࢣガを負わせる

事があります。

	 移動走行するときは、ＰＴＯをษってくださ

い。

ྲྀᢅいୖの注意

	 ロータの᪼㝆の㝿、Ἔᅽ操作を急激に行うと

ྛ部に㐣負Ⲵが作⏝し、本機の⪏ஂ性をⴭし

くప下させます。シ࣎リ࣋ンを༑分ㄪᩚし、

。っくりとἜᅽ操作を行ってくださいࡺ

㸯�	⛣ືᙧែ

	 公道走行するときは、必ず移動形態にしてください。

�

機体を折りたたむ

ロックをかけるセーフティーチェーンでトラクタと連結する
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㸦㸯㸧	トラクタのエンジンをጞ動してください。

㸦㸰㸧	ストップバルブを㛤いてください。

㸦㸱㸧	トラクタἜᅽ㸦外部ྲྀりฟし㸧を操作し、ロー

タをᢡりたたみます。

㸦㸲㸧	ᕥྑロータをᢡりたたࢇだ後、ロータ部を前

᪉にಽれます。

ࣈーションバルࢿࣅンࢥ

	 ロータ部が前᪉にಽれないときは、ࢥンࣅネー

シࣙンバルブのㄪᩚが必せになります。

㸦㸳㸧	ストップバルブを㛢ࡌてください。

㸦㸴㸧	トラクタのロ࣡ーリンクで࣓インフレー࣒がỈ

ᖹになるようㄪᩚし、ロ࣡ーリンクの下㝆を㜵

Ṇして、移動を㛤ጞしてください。

	 ストッࣃーのࣆンを移動時఩置にᕪし᭰えて

から移動してください。

㸲ࠉసᴗの✀㢮

㸯�	สྲྀิのᣑᩓసᴗ

	 ィスクバイン等によるสྲྀิをᣑᩓし、∾ⲡࢹ

のⱼをᢡって஝⇱をಁ㐍させます。

㸰�	཯㌿సᴗ

	 ᣑᩓされた∾ⲡを、஝⇱状態により一日にᩘᅇ

反転し、஝⇱をಁ㐍させます。

㸱�	㞟ⲡิのᣑᩓసᴗ

	 ジャイロレーキ等で作られた㞟ⲡิを、෌びᣑ

ᩓして、஝⇱をಁ㐍させます。

㸲�	࡯ሙእ࿘཯㌿సᴗ

	 グラスガードを౑⏝して࡯場外周の∾ⲡを࡯場

の外に㣕ᩓしないようにᣑᩓ・反転させます。

ྲྀᢅいୖの注意

のではありまࡶࡄの㣕ᩓを᏶全に㜵࡬場外࡯	●

せࢇ。∾ⲡの㣕ᩓは、∾ⲡの㔞、㢼ྥき、Ｐ

ＴＯᅇ転ᩘでኚわります。

㸳ࠉసᴗのࡵࡓのㄪᩚ

㸯�	ࣟ ࣮タഴᩳゅのㄪᩚ

	 本機のロータഴᩳゅは、�ẁ㝵ㄪᩚ㸦✰ձ、ղ㸧

になります。ฟⲴ時は✰ձにタ定されています

	 ✰ձにタ定するとഴᩳゅは大きくなります。

	 ✰ղにタ定するとഴᩳゅはᑠさくなります。

ձഴᩳゅ�኱

ղഴᩳゅ�ᑠ
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３.タイン地上高調整後、アジャスタ（固定側）を

回転させ、アジャスタとフレームの穴位置を合

わせてピンを入れてください。	

４.	アジャスタ（調整側）とフレームをカラビナで

固定してください。

１.	アジャスタ（固定側）のピンを抜いてください。 ２.アジャスタ（調整側）を回転させタインが地上

から１０～２０mmになるように調整します。	

２. タイン地上高の調整

カラビナカラビナ

アジャスタ（調整側）

ピンピン

アジャスタ（固定側）

アジャスタ（調整側）
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㸱�	సᴗ㏿ᗘと㹎㹒㹍ᅇ㌿㏿ᗘ

	 作業の✀㢮・∾ⲡのỈ分・཰㔞にᛂࡌ、ＰＴＯのᅇ転速度をኚえて作業します。下におよその┠安を♧し

ますので、状ἣにᛂࡌㄪᩚしながら作業を行ってください。

స ᴗ ᫬ స ᴗ ㏿ ᗘ 㹎㹒㹍ᅇ㌿㏿ᗘ ഛ ⪃

สྲྀิᣑᩓ

཯ ㌿

㞟ⲡิᣑᩓ

Ỉศࡀከい

ⲡ୔ࡀ㛗く㔜い
6 㹼 8 km 㸭 hr 45 0 㹼 5 40 rpm

Ỉศࡀᑡ࡞い

཰㔞ࡀᑡ࡞い
8 㹼 1 0 km 㸭 hr 3 5 0 㹼 5 0 0 rpm ஝⇱ࡀ㐍ࢇだࡽ㏿ᗘをୖࡆ、㹎

㹒㹍ᅇ㌿㏿ᗘを下ࡆてください

※	㸰␒ⲡ等、ⲡの⯙い上がりがከいとき、ＰＴＯᅇ転速度を㸲㸮㸮㹼㸲㸳㸮㹰㹮㹫で作業することで、ⲡの

⯙い上がりをῶらすことができます。

㸲�	グラࢻ࣮࢞ࢫのㄪᩚ

	 ロータഴᩳゅにᛂࡌてアングル㸦グラスガード

ഃ㸧とアングル㸦シリンダഃ㸧のྲྀ付✰にㄪᩚ

してください。

ボルト M 1 0 ʷ3 0

ボルト M 1 0 ʷ3 0

グラスガード

アーム C P

アングル（シリンࢲഃ）

アングル

（グラスガードഃ）

ձ ձ

ղղ

ングࣝ࢔
㸦グラࢻ࣮࢞ࢫഃ㸧

ングࣝ࢔
㸦ࣜࢩンࢲഃ㸧

	 ഴᩳゅ	大の場合はձのྲྀ付✰になります

	 ഴᩳゅ	ᑠの場合はղのྲྀ付✰になります

ձഴᩳゅ�኱

ղഴᩳゅ�ᑠ

࣮ࣟタഴᩳゅ

	 グラスガードとアングルは下グの఩置にྲྀり付

けてください。

グラスガード アングル

ྲྀ௜఩⨨

㸯�	グラスガード⏝のストップバルブを㛤いてください。

	 場外周反転作業⤊஢後はグラスガードを外部࡯

Ἔᅽを操作して上ࡆてください。

ྲྀᢅいୖの注意

のではありまࡶࡄの㣕ᩓを安全に㜵࡬場外࡯	●

せࢇ。

	 㣕ᩓ㔞は∾ⲡの㔞、㢼ྥき、ＰＴＯᅇ転ᩘに

よってኚ໬します。
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㸳�	ࢥンࣙࢩ࣮ࢿࣅンࣈࣝࣂのㄪᩚ

	 外部Ἔᅽの能ຊが1��503D ᮍ‶のトラクタで作

業する場合、ᕥྑᢡりたたみの後にロータ部を

前᪉にಽす動作がฟ᮶ないときは下グのᅽຊㄪ

ᩚしてください。

	 カバーをྲྀ付けている࣎ルトをྲྀ外してカバー

を外してください。

カバー

ーションࢿࣅンࢥ
バルࣈ

ーションࢿࣅンࢥ
バルࣈ

๓ᚋಽࡋㄪᩚᘚ

トラクタഃ

ᶵయഃᕥྑᢡࡳࡓࡓㄪᩚᘚ

ロックナット
ㄪᩚᘚ

	 ᕥྑᢡりたたみㄪᩚᘚだけㄪᩚしてください。

ձ	ロックナットをࡺるめてください。

ղ	භゅレンチでㄪᩚᘚを反時ィᅇりに1／㸲

ᅇ転させてください。

ճ	動作確認をしてください。

ᨵၿしないときは、෌度ղでㄪᩚしてください。

մ	動作確認後、ロックナットを㛢めてください。

㸴ࠉసᴗせ㡿

	危	険

●	運転中またはᅇ転中、ロータに᥋ゐすると巻

き込まれ、ࢣガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。

ᅇ転させてのロータのᢡりたたみは危険です。

	 やめてください。

	警	告

●	運転中またはᅇ転中、タインにより▼などが

㣕ᩓし、ࢣガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。

●	ഴᩳᆅで速度をฟしすࡂると、ᭀ走事故をま

。く事がありますࡡ

	 ప速で運転してください。

	 下り作業をするとき、ᆏの㏵中でኚ速すると、

ᭀ走するཎᅉとなります。

	 ᆏの前でప速にኚ速して、ࡺっくりとおりて

ください。
●	ＰＴＯをษらないでエンジンをጞ動すると、

急に作業機が㥑動され、周囲にいる人がࢣガ

をする事があります。

	 ＰＴＯをษってからጞ動してください。

	注	意

●	ロータを᪼㝆するとき、人が近づくと下ᩜき

になり、ࢣガをする事があります。

	 周囲に人を近づけないでください。

ྲྀᢅいୖの注意

	 本作業機は機体ᖜのᗈい作業機です。特に

場外周部では❧ᮌ、∾ᰙ等、㞀害物にたえ࡯

ず注意しៅ重に作業してください。

㸯�	สྲྀิのᣑᩓは、஝⇱ಁ㐍のため、สྲྀ後でき

るだけ早く、ᣑᩓ作業を行ってください。

㸰�	ᣑᩓ作業は、できるだけトラクタがสྲྀิ・㞟

ⲡิをまたいだ状態で行ってください。

㸱�	夜間は大Ẽ中の‵度が㧗くなります。

	 ஝⇱中の∾ⲡは夜間に‵Ẽをྵみ、ྵỈ⋡が㧗

くなることがあります。

	 夜間の‵Ẽから∾ⲡをᑡしでࡶ守るため、ኤ᪉

にはジャイロレーキ等で㞟ⲡิを作ってくださ

い。急な㝆㞵があってࡶ㞵からの濡れを᭱ᑠ㝈

にとどめることができます。

㸲�	反転作業中、アクスル・シャリンカバーに∾ⲡ

がワまり、タイࣖがࣃンクする等、作業にᨭ㞀

をきたすおそれがあります。

	 ∾ⲡがワまったときは除去してください。
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４　作業が終わったら

㛗ᣢࡕさせるために、ᡭ入れは必ずしましࡻう。

	注	意

●	動ຊをษらずに、ᅇ転部・可動部の付着物の

除去作業などを行うと、作業機に巻き込まれ

てࢣガをすることがあります。

	 ＰＴＯをษり、エンジンをとめ、ᅇ転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

㸯ࠉసᴗᚋのᡭධࢀ

㸯�	機械の上にかかっている∾ⲡ等は、࡯場の中で

きれいにྲྀり除いてください。

	 特に、ᅇ転部に巻き付いたⲡは、シール部品、

㍈ཷ部品等を傷ࡘけますので、᏶全にྲྀり除い

てください。

	 また、ロータࢣࣖࢠースෆのカップリングに巻

付いたⲡࡶ᏶全にྲྀり除いてください。

㸰�	࣎ルト、ナット、ࣆン㢮のࡺるみ、脱落がないか。

また、◚ᦆ部品がないか確認してください。異

常があれ࣎、ࡤルトのቑし⥾め、部品の交換を

してください。

㸱�	タインはᾘ⪖品です。早めにணഛ品を‽ഛして

ください。

㸲�	ＰＴＯ㍈、Ｐ㹇㹁㍈、ジࣙイントスプライン部

など、ሬ装されていない㟢ฟ部は、さびを㜵ࡄ

ためグリースをሬᕸしてください。

㸳�	トラクタから作業機をはずすときは、スタンド

をたててから行ってください。

㸴�	トラクタから作業機をはずしたら、࣡ࣃージࣙ

イントはジࣙイントステーに⣡めてください。

㸰ࠉ㛗ᮇ᱁⣡するとき

㸯�	機械ྛ部の清掃をしてください。

㸰�	ᦶ⪖した部品、◚ᦆした部品は、交換してくだ

さい。

㸱�	ࠕ���	 ⤥Ἔ⟠ᡤ一ぴ⾲ࠖにᇶづき、Ἔ⬡を⿵⤥

してください。

	 また、ᅇ転、ᅇ転ᨭ点および࣡ࣃージࣙイント

のクランプࣆンをྵࡴᦾ動部には注Ἔし、ＰＴ

Ｏ㍈、Ｐ㹇㹁㍈、࣡ࣃージࣙイントのスプライ

ン部にはグリースをሬᕸしてください。

㸲�	ሬ装ᦆ傷部は⿵ಟሬ装、または、Ἔをሬᕸし、

さびの発生を㜵いでください。

㸳�	᱁⣡は㢼㏻しのⰋいᒇෆにಖ⟶してください。

㸴�	やࡴをえずᒇ外にಖ⟶するときは、シートをか

けてください。
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５　点検と整備について

ㄪᏊよく作業するために、定ᮇⓗに行いましࡻう。

機械のᩚഛ不Ⰻによる事故などをᮍ↛に㜵ࡄため

に、ࠕ点検ᩚഛ一ぴ⾲ࠖにᇶづき、ྛ部の点検・ᩚ

ഛを行い、機械を᭱Ⰻの状態で、安ᚰして作業が

行えるようにしてください。

	注	意

●	ロ࣡ーリンクで作業機をᣢࡕ上ࡆて点検・ㄪ

ᩚを行うとき、➨୕⪅の不注意により、不意

に㝆下し、ࢣガをする事があります。

	トラクタロ࣡ーリンクのἜᅽᅇ路ཬびジャイ

ロテッダのストップバルブ・シリンダをロッ

クして行ってください。
●	ഴᩳᆅやพฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行うと、

トラクタや作業機が不意に動きฟして、思わ

ぬ事故を起こす事があります。

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行ってください。

●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、➨୕⪅の不注意により、不意に作業機が

㥑動され、思わぬ事故を起こす事があります。

 ＰＴＯをษり、エンジンをとめ、ᅇ転部や可動

部がとまっている事を確かめて行ってください。

タインはᾘ⪖部品となっています。ᦶ⪖、またはᢡ

ᦆしたときは交換してください。

㸯ࠉⅬ᳨ᩚഛ୍ぴ⾲

᫬ࠉࠉࠉࠉ㛫 Ⅼ ᳨ 㡯 ┠ ฎ ⨨

᪂ရ౑⏝ 1 ᫬㛫 ඲ࣝ࣎ト࣭ࢼットのࡺるࡳ ቑし⥾ࡵ

స ᴗ ๓

స ᴗ ᚋ

機ᲔのΎᤲ
タ࢖ンᦶ⪖࣭ᢡᦆ
タࣖ࢖✵Ẽᅽ

ⴠ⬺、ࡳるࡺン㢮のࣆット࣭ࢼト࣭ࣝ࣎
㥑ື⣔の␗ᖖ㡢、␗ᖖ᣺ື
ン◚ᦆ࣮࢙チ、࣮ࣂ࢝、ント࢖ࣙࢪ࣮࣡ࣃ
ᅇ㌿㒊、ྍື㒊の⤥Ἔ、注Ἔ、⤥⬡

交᥮
1 0 㸭 8 0 -1 2 -6 P R 2͏ 3 0  kP a㸦2 .3 kg f 㸭 c m2 㸧
1 6 × 6 .5 0 8̺ ̺4P R 1͏ 9 5 kP a㸦2 .0 kg f 㸭 c m2 㸧
ቑし⥾ࡵ、㒊ရ⿵⤥

6ࠕ  ୙ㄪ᫬のᑐᛂࠖにᇶ࡙きฎ⨨

交᥮

ン⤊஢ᚋࢬ࣮ࢩ

◚ᦆ㒊

タ࢖ン࡝࡞のᾘ⪖ရ

ྛ㒊のΎᤲ

ሬ⿦ᦆയ㒊

ᅇືᨭⅬ、ࣆン➼のᦶ⪖

⿵ಟ

᪩ࡵの㒊ရ交᥮

ሬ⿦ࡓࡲはἜሬᕸ

㒊ရ交᥮

2 , 0 0 0 ੊走行ࡈと

とࡈは㸱ᖺࡓࡲ

きࡘタ࢞のࣈࣁ

㔞ࢫのグ࣮ࣜࣈࣁ

ングの交᥮ࣜ࢔࣋、はࡓࡲࡵ⥾ットのቑしࢼࣝࢫッࣕ࢟

グ࣮ࣜࢫ交᥮࣭⿵඘
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㸰ࠉ㔜せⅬ᳨⟠ᡤ୍ぴ⾲

	警	告

●	重せ点検⟠ᡤは、ẖ日のጞ業前に必ず࣎ルト・ナットのࡺるみ、࣡リࣆン脱落の点検をおこない、ࡺる

みのあった⟠ᡤは⾲にᇶづきቑし⥾め、部品交換をおこなってください。

	 　守らないと、タイࣖの脱㍯等の思わぬ事故により、死亡または重傷を負う危険性があります。

A

B

㒊఩ 㔜せⅬ᳨⟠ᡤ ࢬ࢖ࢧࡌࡡ
ᕤල㸰㠃ᖜ

[ mm]
⥾⤖ᩘ

[ ⟠ᡤ ]
⥾௜ࡅトࣝク

[ N ࣭m] ഛ⪃

㸿 ࣮ࣟ࣡ࣜンクࣈラࢣットのྲྀ௜ࣆࡅン - - 2 - ͤ 1 ཧ↷

B ットࢼ࣮ࣝ࢖࣍ M 1 6 × 1 .5 2 4 1 0 2 1 0 㹼 2 3 0 ቑし⥾ࡵ

※1	࣡ リࣆンがᤄ入されていること、࣡リࣆンに◚ᦆが↓いことを確認してください。
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６　不調時の対応

	注	意

●	ロ࣡ーリンクで作業機をᣢࡕ上ࡆて点検・ㄪᩚを行うとき、➨୕⪅の不注意により、作業機が不意に㝆

下し、ࢣガをする事があります。

	トラクタロ࣡ーリンクのἜᅽᅇ路ཬびジャイロテッダのストップバルブ・シリンダをロックして行なっ

てください。
●	ഴᩳᆅやพฝᆅまたは㌾ᙅᆅなどで行なうと、トラクタや作業機が不意に動きฟして、思わぬ事故を起

こす事があります。

	 ᖹᆠでᆅ┙のかたいᡤで行なってください。
●	ＰＴＯཬびエンジンをとめずに作業すると、➨୕⪅の不注意により不意に作業機が㥑動され、思わぬ事

故を起こす事があります。

	 ＰＴＯをษり、エンジンをとめ、ᅇ転部や可動部がとまっていることを確かめて行なってください。

㸯ࠉ୙ㄪฎ⌮୍ぴ⾲

⑕ࠉࠉࠉ≧ ཎࠉࠉࠉᅉ ฎࠉࠉࠉ⨨

ロ
ー
タ
部

● ␗㡢のⓎ⏕

● ࣟ ࣮タࢫ࣮ࢣࣖࢠෆのグ࣮ࣜࢫ୙㊊
● タ࢖ンྲྀࡾ௜ࣝ࣎ࡅトのࡺるࡳ
● タ࢖ンのᢡᦆ

● グ࣮ࣜࢫ⿵඘
● ቑし⥾ࡵ
● タ࢖ン交᥮

● ∾ⲡをᣠいṧす

● సᴗጼໃࡀ㐺ṇ࡛࡞い

● 車㏿ࡀ㏿い
● タ࢖ンのᢡᦆ

3ࠕ ● -5  సᴗのࡵࡓのㄪᩚࠖをཧ⪃にㄪ

ᩚする
● 車㏿を下ࡆる
● タ࢖ン交᥮

● ∾ⲡࡀᕳき௜く ● 車㏿ࡀ㏿い ● 車㏿を下ࡆる

ジ
ョ
イ
ン
ト

● トࣝク࣑ࣜッタࡀస

ື

● ∾ⲡのฎ⌮㔞ࡀከすࡂる
● 㹎㹒㹍の㧗㏿ጞື

● 車㏿を下ࡆる
● ప㏿ᅇ㌿࡛ጞືする

● ␗㡢のⓎ⏕

● グ࣮ࣜࢫษࢀ

● ゅᗘのࡘき㐣ࡂ

タ㸧ᦾື㒊࣭࢘࢔࣭ࢼン࢖㸦ࣉ࢖ࣃ ●

⬡⤥௜㒊にྲྀ࣮ࣂ࢝Ᏻ඲࣭ࢲ࢖ࣃࢫ
● ࣟ ࣮࣡ࣜンクᣢࡆୖࡕ㧗さをつไす

る

油
圧
系
統

● ࣟ ࣮タ࡞ࡽࡀୖࡀい
● ㏿ᗘㄪᩚ⏝ࡀࣈࣝࣂ඲㛢にࡗ࡞てい

る

2ࠕ ● -2 -2  సᴗ機Ἔᅽ⣔⤫のⅬ᳨ࠖをཧ

↷し、ࣈࣝࣂ㛤ᗘをㄪᩚする

電
装

● ࣜ ックࣂ࣭ࣉラン࢔

ランືࡀࣉసし࡞

い、ࡶしくはトラク

タഃのືసと㐃ືし

。い࡞

⥺は᩿ࡓࡲの᥋⥆୙Ⰻࢻ࣮ࢥ ●
● ランࣉの◚ᦆ
る㟁ᅽのప下ࡼຎ໬にࣜࢸッࣂ ●

● 本機ࡧࡼ࠾トラックの㓄⥺㛫㐪い

● ⿵ಟࡓࡲは㒊ရ交᥮

㟁ᅽ㸦㸯㸰Vࣜࢸッࣂ ● 㸧の☜ㄆ、඘㟁、

交᥮
● 㓄⥺の☜ㄆ

ཎᅉやฎ置のしかたがわからない場合は下グ事㡯ととࡶに㉎入ඛにご┦ㄯください。

㸯�	〇品ྡ

㸰�	部品౪⤥ᆺᘧ㸦ᆺᘧ㸧

㸱�	〇㐀␒ྕ

㸲�	故㞀ෆᐜ㸦できるだけ詳しく㸧
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㸰ࠉ㓄⥺ᅗ

3 4

12

5

6 7

8

14
3 2

1 6 0 3 6 8

䠎䠗㯮

㻔䜰ー䝇㻕

䠍䠗㉥

㻔ラ䜲ト㻕

䝫䝆䝅䝵ンラ䜲ト䠗䠎䠬䠣 䝫䝆䝅䝵ンラ䜲ト䠗䠎䠬䠣

㻔ラ䜲ト㻕

䠍䠗㉥

㻔䜰ー䝇㻕

䠎䠗㯮

1 6 0 3 6 8
12

䝸䜰ラン䝥䠗䜹ク
1 6 0 1 3 4

䠏䠗ⓑ

䠎䠗㉥䠍䠗㯮

䠐䠗㟷

㻔テー䝹㻕 㻔䝇トッ䝥㻕

㻔䜰ー䝇㻕㻔ターン㻕

䝸䜰ラン䝥䠗䜹ク

1 6 0 1 3 4

㻔ターン㻕 㻔䜰ー䝇㻕

㻔䝇トッ䝥㻕㻔テー䝹㻕

䠐䠗㟷

䠍䠗㯮 䠎䠗㉥

䠏䠗ⓑ

䝞ックラン䝥䠗䜹ク

䠍䠗㉥

㻔䝞ック㻕

䠎䠗ⓑ

㻔䜰ー䝇㻕

1 6 0 1 3 5

2 1

43

2 1

2 1

䝞ック

1 6 0 3 7 4
䝁ー䝗䠗䠐䠑䠑䠌㽢䠑䠌䠌䠌㽢䠍䠏䠑䠌

䠍䠗㯮䠋䜰ー䝇

䠏䠗⥳䠋䜴ィン䜹ー䠄ᕥ䠅

䠐䠗㉥䠋䝤䝺ー䜻

䠑䠗ⓑ䠋䜴ィン䜹ー䠄ྑ䠅

䠒䠗㯤䠋テー䝹

䠓䠗Ⲕ䠋䝞ック

⥺Ⰽ๭ᙜ䛶

䈜᪥㎰ᕤᶆ‽㓄⥺

㯮Ⲕ 㯤 ⥳㉥ⓑ
1 345 67

ⓑ
㉥

㯮

⥳

3
1
2
4

ྑ

V C T F  0 .5 -4C

1
2 㯮
ⓑ

V C T F  0 .5 -2 C

㏣ຍ䠗ྑ

1 ⓑ
㯮2

V C T F  0 .5 -2 C

V C T F  0 .5 -2 C

㏣ຍ䠗ᕥ

1ⓑ
㯮2

V C T F  0 .5 -4C
4
2
1
3

⥳

㯮

㉥
ⓑ

ᕥ
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機機械械ユユーーザザーーにによよるる保保護護方方策策がが必必要要なな残残留留リリススクク情情報報
製品型式：「　TGT12040　」
製品名称：「 ジャイロテッダ　」

本本資資料料ににつついいてて
必ず取扱い説明書をよく読み、理解してから本製品を使用してください。
本資料は取扱説明書に付随する参考資料であり、本資料の内容を理解しただけで
本製品を使用してはならないので注意してください。

残留リスク情報とは改正労働安全衛生規則第24条の13及びその通知を促進するための指針
（平成24 年厚生労働省告示第132 号「機械譲渡者等が行う機械に関する危険性等の通知の促進に
関する指針」）に基づき作成した資料です。
本資料は本製品の使用者がリスクアセスメントを行う上で必要な資料となります。
本製品を使用する前に必ず本資料を確認し、機械の使用者がリスクアセスメントを行い、
必要な安全防護策を実施してください。

本製品を販売、譲渡する人は必ず本資料を取扱説明書と共に販売、譲渡した人に渡してください。
もし本資料を紛失した場合は本製品を購入した販売店までお問い合わせください。

次項からの「危害の程度」「残留リスク」は、以下の定義に従って分類し記載しています。
危険　保護方策を実施しなかった場合、死亡または重傷を負うことになる内容
警告　保護方策を実施しなかった場合、死亡または重傷を負う危険性がある内容
注意　保護方策を実施しなかった場合、ケガを負うおそれがある内容

MD-L9001-様式3

2020年2月1日
株式会社ＩＨＩアグリテック

機機械械をを使使用用すするる前前にに必必ずず本本資資料料をを読読んんででくくだだささいい。。
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機機械械ユユーーザザーーにによよるる保保護護方方策策がが必必要要なな残残留留リリススクク一一覧覧　　
（略称：残留リスク一覧表）

※1 「機械上の箇所」として示されている記号は、本製品の「残留リスクマップ」に記載されている
機械上の箇所の記号です。機械上の具体的な箇所については、「残留リスクマップ」を参照してください。

No.
運用
段階

作業
作業に必要な
資格・教育

機械上
の箇所
※1

危害の
程度

危害の内容
機械ユーザーが
実施する保護方策

1 使用 反転作業 - A 　　注意
折れたタインが飛来
し、怪我をする

保護メガネを着用する
作業中は接近しない

2 移動
圃場間移

動
- A 　　危険

傾斜している道や側
溝に転落し、トラク
ターキャビンに頭部を
強打する、またトラク
ターから投げ出されて
全身を強打する

強い傾斜地を走行しな
い
路肩を走行しない

3 準備 組立 - B 　　注意

ロータを展開せずにタ
インアーム、作業輪組
立時に高所から転落
し、怪我をする

ロータを展開してから
タインアーム、作業輪
を組み立てる

4 準備
作業輪高
さ調整時

- C 　　注意

タインにつまづいて転
倒し、ロータ、または
地面に頭部、身体を
強打する

保護帽またはヘルメッ
トを着用する

5 準備
作業輪高
さ調整時

- C 　　注意

ロータを上げた状態
で作業輪高さ調整を
しているときにトラク
ターの外部油圧操作
レバーを操作してしま
い、ロータが降り、
ロータまたは作業輪
に挟まれて全身を強
打する

トラクターのエンジンを
止め、外部油圧操作レ
バーを操作できないよ
うに処置してから作業
する

6
準備
移動
使用

ロータ昇
降時

- C 　　危険

ロータを降ろしたとき
にロータ昇降危険範
囲にいた人がロータ、
作業輪に挟まれて全
身を強打する

ロータ昇降危険範囲内
に接近しない
ロータ昇降速度調整用
絞り弁で昇降速度を緩
やかになるよう調整す
る

7 移動 移動時 - C 　　警告

ロータが下降し、ロー
タ昇降危険範囲にい
た人に当たり、頭部を
強打する

折畳みのストップバル
ブ及び機械式のロック
が破損していないか仕
様前に確認する

8 作業 反転作業 - C 　　危険

回転しているタイン
アーム、タインに巻き
込まれ、全身を強打
する

トラクターのエンジンを
切る
必要ないときにはロー
タの回転範囲内に入ら
ない、また周囲の人に
入らせないよう注意す
る

9 準備
作業輪高
さ調整時

- D 　　注意

作業輪高さ調整部の
回転部と非回転部の
間に指を挟み、指を
骨折する

調整時危険箇所に手
を入れない
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No.
運用
段階

作業
作業に必要な
資格・教育

機械上
の箇所
※1

危害の
程度

危害の内容
機械ユーザーが
実施する保護方策

10 準備
スタンド操

作時
- E 　　注意

スタンドを畳むときま
たは降ろすときに手を
滑らせてスタンドが勢
いよく落ち、手足を強
く強打する

取っ手を持てスタンド
操作する

11
移動使
用

スタンド操
作時

- E 　　注意
スタンドの回転部とフ
レームの間に指を挟
む

道具を使用して整備清
掃する

12 保守
整備清掃

時
- F 　　注意

フィンガーカップリング
に巻付いた草を除去
しようとし、フィンガー
カップリングに指を挟
む

道具を使用して整備清
掃する

13 使用
ロータ昇
降時

- G 　　注意

ロータを降ろしたとき
にグラスガードがロー
タ昇降危険範囲にい
た人に当たり、頭部を
強打する

ロータ昇降危険範囲内
に接近しない
ロータ昇降速度調整用
絞り弁で昇降速度を緩
やかになるよう調整す
る

14 保守
グラスガー
ド清掃時

- G 　　注意

グラスガードを昇降さ
せる外部油圧レバー
を誤って操作し、グラ
スガードを整備清掃し
ていた人の手足を強
打する

ロータ昇降危険範囲内
に接近しない
ロータ昇降速度調整用
絞り弁で昇降速度を緩
やかになるよう調整す
る
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機機械械ユユーーザザーーにによよるる保保護護方方策策がが必必要要なな残残留留リリススククママッッププ　　
（略称：残留リスクマップ）

図中に示されている番号は、本製品の「残留リスク一覧表」に記載されている、当該箇所に関連する
保護方策の番号です。各々の残留リスクの詳細については、「残留リスク一覧表」を参照してください。







ㄪᩚࠉ 㹑㸫㸰㸯㸮㸱㸯㸮㹀

千 歳 本 社 0 6 6 -8 5 5 5 ༓ ṓ ᕷ ୖ 㛗 㒔 㸯 㸮 㸴 㸯 ␒ ᆅ 㸰
 T E L  0 1 2 3 -2 6 -1 1 2 3
 F A X  0 1 2 3 -2 6 -2 41 2

千 歳 営 業 所 0 6 6 -8 5 5 5 ༓ ṓ ᕷ ୖ 㛗 㒔 㸯 㸮 㸴 㸯 ␒ ᆅ 㸰
 T E L  0 1 2 3 -2 2 -5 1 3 1
 F A X  0 1 2 3 -2 6 -2 0 3 5

豊 富 営 業 所 0 9 8 -41 0 0 ኳሷ㒆㇏ᐩ⏫Ꮠୖࢶ࣋ࣟࢧ㸯㸯㸷㸯␒ᆅ㸲㸲
 T E L  0 1 6 2 -8 2 -1 9 3 2
 F A X  0 1 6 2 -8 2 -1 6 9 6

帯 広 営 業 所 0 8 0 -2 46 2 ᖏ ᗈ ᕷ す 㸰 㸰 ᮲ ໭ 㸯 ୎ ┠ 㸯 㸰 ␒ ᆅ 㸲
 T E L  0 1 5 5 -3 7 -3 0 8 0
 F A X  0 1 5 5 -3 7 -5 1 8 7

中標津営業所 0 8 6 -1 1 5 2 ᶆ ὠ 㒆 ୰ ᶆ ὠ ⏫ ໭ ⏫ 㸰 ୎ ┠ 㸯 㸴 ␒ 㸰
 T E L  0 1 5 3 -7 2 -2 6 2 4
 F A X  0 1 5 3 -7 3 -2 5 40

花 巻 営 業 所 0 2 8 -3 1 7 2 ᒾᡭ┴ⰼᕳᕷ▼㫽㇂⏫໭ᑎᯘ➨㸯㸯ᆅ๭㸯㸰㸮␒㸱
 T E L  0 1 9 8 -46 -1 3 1 1
 F A X  0 1 9 8 -45 -5 9 9 9

仙 台 営 業 所 9 8 4-0 0 3 2 ᐑᇛ┴௝ྎᕷⱝᯘ༊Ⲩ஭㸳୎┠㸰㸯㸫㸯
 T E L  0 2 2 -3 5 3 -6 0 3 9
 F A X  0 2 2 -3 5 3 -6 0 40

小 山 営 業 所 3 2 3 -0 1 5 8 ᰣ ᮌ ┴ ᑠ ᒣ ᕷ ᱱ 㸰 㸳 㸯 㸰 㸫 㸯
 T E L  0 2 8 5 -49 -1 5 0 0
 F A X  0 2 8 5 -49 -1 5 6 0

東 海 営 業 所 48 5 -0 0 8 1 ឡ ▱ ┴ ᑠ ∾ ᕷ ᶓ ෆ Ꮠ ❧ 㔝 㸴 㸵 㸶 㸫 㸯
 T E L  0 5 6 8 -7 5 -3 5 6 1
 F A X  0 5 6 8 -7 5 -3 5 6 3

岡 山 営 業 所 7 0 0 -0 9 7 3 ᒸᒣ┴ᒸᒣᕷ໭༊下୰㔝㸵㸮㸲㸫㸯㸮㸱
 T E L  0 8 6 -2 43 -1 1 47
 F A X  0 8 6 -2 43 -1 2 6 9

熊 本 営 業 所 8 6 1 -8 0 3 0 ⇃ 本 ┴ ⇃ 本 ᕷ ᮾ ༊ ᑠ ᒣ ⏫ 㸯 㸴 㸱 㸷 㸫 㸯
 T E L  0 9 6 -3 8 9 -6 6 5 0
 F A X  0 9 6 -3 8 9 -6 7 1 0

都 城 営 業 所 8 8 5 -1 2 0 2 ᐑᓮ┴㒔ᇛᕷ㧗ᇛ⏫✑‶ᆓ㸯㸮㸮㸱㸫㸰
 T E L  0 9 8 6 -5 3 -2 2 2 2
 F A X  0 9 8 6 -5 3 -2 2 3 3

㹀ۑ　㸬㸮㸱㸬㸮㸱㸬㸯㹑ۼ




